












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一法 律 論 ilF （47）322
5　Quando　aliquid　prohibetur，　prohibetur　ex　directo　et　per　obliquum．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Coke－Littell．
　　禁止された場合には、（脱法の）迂回も禁止される。②Q50。④612。⑩Q18。
　　Quod　directo丘er孟prohibetur，　etiam　est　prohibitum　per　indirectum．（禁ぜられた
　　ことは、迂回して行うことも許されない）。
6　Quem　di　diligunt　adulescenS　moritur．　　　　　　　　　　　　Plautus．
　　神によって愛される者は、若くして死ぬ。　　　　　　　④617。⑤220。
7　Qui　actiones　habet　ad　rem　recuperrandam，　ipsam
　　videtur．
　　取戻請求権を持つ者は、それを持っているようなものだ。
rem　habere
　　　　Paulus．
②Q70。⑩Q22。
8　Qui　clam　delinquunt，　magis　delinquunt　quam　qui　palam．
　　密かに不法を犯す者は、あからさまに不法を犯す者よりも、重い不法を犯
　　している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩Q29。
g　Qui　confitetur，　proxime　innocentiam　est．
　　告白した者は、正直にとても近い。
10　Qui　delegat，　solvit．
　　命じた者が、支払う（べきである）。
　　民法第715条参照。delego（命ずる・委任する）。
11　Qui　jocatur，　non　mentitu「．
　　冗談を言う者は、嘘を言わない。
12　Quilibet　verborum　suorum　optimus　interpres．
　　各人は、彼の言葉の最良の解釈者である。
13　Qui　multum　habet，　plus　cupit．
　　多くを持つ者は、さらに多くを望む。
14　Qui　non　est　hodie　cras　minus　aptus　erit．
　　今日覚悟出来ていない人は、明日はなお。
15　Qui　non　laborat，　nec　manducet．
　　働かざる者、食うべからず。
　　Sine　labore　non　erit　panis　in　ore．（⑥S31）、もある。
16　Qui　peccat　ebrius，　luat　sobrius．
　　酔って不法を犯した者は、醒めて償わねばならない。
Pseud　Seneca．
②Q84。⑩Q31。
　　　　Ulpian．
②Q90。⑩Q34。
②Q114。⑩Q51。
⑩Q55。
Seneca．
⑥Q18。
　 　Ovidius．
④637。⑥Q20。
Vulgata．　Moses．
④637。⑩Q64。
　Broom，　Cary．
②Q142。⑩Q70。
321（48） 一ローマの法・格言・法諺抄一
17　Quisque　Potest「enuntia「e　j皿「i　suo．
　　何人も、権利を放棄することが出来る。
18　Qui　vult　decipi，　decipiatur．
　　騙そうとする者は、騙される。
19　Quod　datur　personis，　cum　personis　amittitur．
　　人に与えられた物は、人と共に失われる。
⑩Q79。
　Macnaghten，
④645。⑩Q82。
Ulpianus．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Q218。⑩Q90。本稿A2。
　　個人的専属権は、その保持者の死亡によって消滅し、相続されない。
20　Quod　Deus　conjunxit，　homo　non　separet．　　　　　　　　　　　　Jesus．
　　神の合せ賜いしもの、人、これを分かつべからず。　　　②Q220。⑩Q91。
21　Quod　legibus　omissum　est，　non　omittetur　religione　judicantis．
　　法律が見落としたことを、良心的な裁判官は、見落とさない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Q242。⑩Q101。
22　Quod　non　est　in　actis，　non』est　in　mundo．
　　文書の中に無いものは、世の中に無いものだ。　②Q256。⑩Q106。本稿C41。
　　actには、行為の意味もあるが、ここでは文書と解する。
23　Quod　non　legitur，　non　creditur．
　　読まれないことは、信ぜられない。
　　訴訟では、書かれたことだけが顧慮される。
24　Quod　non　valet　ut　ago，　valet　ut　valere　Potest．
　　決めたようにならぬことは、なるようになる。
25　Quod　nullum　est，　nullum　producit　effectum。
　　無効なものは、如何なる効果も産み出さない。
　　　　　InStitUtiOneS．
②Q258。④651。⑩Q103。
　　　Damasu ．
②Q262。⑩Q108。
②Q268。⑩Q110。
26　Quod　per　me　non　possum，　nec　per　alium．　　　　　　　　　　　coke．
　　自分で出来ないことは、他人によっても出来ない。②Q274。④651。⑩Q115。
27　Quod　raro　fit，　non　observant　legislatores．
まれにしか生じないようなことを、立法者は、顧慮しない。
28　Quod　tibi丘eri　non　vis，　alteri　ne　feceris．
　　己の欲せざることを、他に施すこと勿れ。
②Q290。⑩Ql24。
　Alexander　Severus．
②Q301。④654。⑩Q129。
ゴールデン・ルールと呼ばれるものである。聖書の「マタイによる福音書」7ユ2。
一法　　律　　論　　叢一一
2g　Quo　ligatur，　eo　dissolvitur．
　　結ばれるように、解かれる。
30　Quot　caPita，　tot　sensus．
　　人の数ほど、意見がある。
Quot　homines　tot　sentenriae，というのもある。
＊　Quo　vadis？
　　何処へ行く？
（49）320
　　　　Rolle．
④655。⑩Q134。
　Terentius
⑤227。⑦8。
綱要45。
シェンキェーヴィッチSienkiewizのローマ皇帝ネロの治世に取材した同名歴史小説
（1895）から。フランクフルト空港に、久し’ｭこの名の喫茶店があったが、今は無い。
1
【R】
Ra（1廿s　virorum　coruscant　mulieres．
男たちの光によって、女たちは輝く。
2　Rebus　sic　stantibus　omnis　promissio　intellegitur．
②R1。⑩R1。
Thomas　Aquinas．
あらゆる約束では、事情が（約束時の）そのままになっている、というこ
とが前提になっている。　　　　　　　②R17。④464。⑧700。⑩R9。綱要31。
事情変更（不変）の原則と呼ばれる。rebusはres（事情）の複数奪格。　sic（このよ
うに）。stantibusはsto（立つ）の現在分詞名詞化stansの複数女性奪格。　intellegitur
はintellego（理解する）の受動形で、　promissio（約束f）にかかる。
3　Redde　Caesari　quae　sunt　Caesaris（，　et　quae　sunt　Dei　Deo）．
4
5
6
カイザーのものは、カイザrへ（神のものは神へ）。
Renuntiatio　non　praesumitur．
放棄は、推定されない。
Reprobare　non　possum　semel　probatum．
一度認めたことは、もはや否認できない。
Rerum，　quae　nondum　sunt，　nulla丘eri　potest．
存在しない物を、譲ることは出来ない。
7　Res　inter　alios　acta　alteri（nocere）non　nocet．
④666。⑥R2。
②R44。⑩R22。
Cervidi s　Scaevola．
　　②R49。⑩R27。
⑩R29。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Codex　Justiniani，　Coke－Littell，
当事者間の出来事は、第三者を害さない。　②R66。④674。⑩R37。本稿P2。
Res　inter　alios　judicata　alii　non　praejudicat．（二人の間で決めたことは、第三者には
関係がない）ともされる。
　319（50）　　　　　　　一ローマの法・格言・法諺抄一
8　Res　ipsa　loquitur．
　　物は、自ら語る。
9　Res　judiCata　jus　facit　inter　partes．
　　判決は、当事者の間に、法を創る。
10　Respondeat　superior．
　　上に立つ者は、責任を負う。
　　民法第716条参照。
11　Res　transit　cum　onere　suo．
　　物は、その負担と共に移転する。　　　　　．
12　Rex　non　potest　peccare．
　　王は、不正をなさず。
　　国家行為理論で、国が賠償責任を負わぬ根拠とされていた。
13　Rex　regnat，　sed．non　gubernat．「
　　王は、君臨すれども統治せず。
14　Risu　inepto　res，（ineptior　nulla　est）．
　　　　　　　Cicero．
②R71。④674。⑩R40。
②R74。⑩R42。
　Institutiones，　Broom．
②R98。④675。⑩R50。
⑩R55。
　　　　Rolle．
②R117。⑩R59。
Jan　Zamajski．
②R120。④678。⑥R12。⑩R60。
Catullus．
愚かな笑いよりも愚かな物は無い（馬鹿笑ほど下品なものは無い）。
【S】
1　Saepe　admonitionibus　utere，　rarius　castiga．
　　忠告を旨とし、罰はまれにせよ。
2　Salus　publica　suprema　lex（esto），
　　公共の安寧は、最高の法であれ。
　　publicaをpopuli（人々の）とするものもある。
3　　Sapiens　habet　divitias　in　se．
　　賢者は、自分自身の中に富を持つ。
4　　Sciens　non　fraudatur．
　　知者は、欺かれず。
5　　Scientia　est　potentia．
　　知識は、力である。
④679。⑥R16。
Terentius
　⑤229。
　　　　　Cicero．
②S6。⑥S5。⑩S1。
⑥S7。
　　Ulpianus，
②S18。⑩S3。
④693。⑤233。
67
8
9
一法　　律　　論　　叢一一
Scio　me　nihil　scire．
私は、私が何も知らないことを知っている。
Semel　absolutus　semper　absolutus．
一度無罪になれば、常に無罪である。
Semel　major　semper　major．
一度成年に達すれば、常に成年である。
Sententia　facit　jus．
判決は、法を創る。
10　Sera，　tamen　tacitis　Poena　venit　pedibus．
　　遅く、しかし静かな足取りで罰の女神は訪れる。
11　Sibi　imperare　est　imperiorum　maximum．
　　自己を支配することは、支配の中で最大のものだ。
12　Simplicitas　legibus　amica．
　　単純明快さは、法律の友である。
13　Sine　pretio　nulla　venditio．
　　価格なしに、売買は無い。
14　Si　vis　pacem，　para　bellum．
　　平和を欲するならば、戦備せよ。
（51）318
Socrates．
⑥Sl3。
②S40。⑩S11。
⑩S15。
　　　Paulus．
②S71。⑩S21。
Tibullus．
⑤236。
　　Publilius．
④710。⑥S22。
⑩S36。
　　　UlpianUS．
②Sl24。⑩S39。
　　　　　Vegetius．
④731。⑥S36、　Q10。
　　Qui　desiderat　pacem，　praeparet　bellum．（Horace．）とも記される。なお、　Si　vis
　　pacem，　para　justiam．（平和を欲するならば、公正であれ）というのもある。　visは
　　voro（望む）の2人称。
15　Socii　mei　socius　non　est　socius　meus．　　　　　　　　　　　　Digeste．
　　私の仲間たちの仲間は、私の仲間ではない。　　　　　　　④732。⑩S45。
16　Sol　omnibus　lucet．
　　太陽は、我々すべてを照らす。
Petronius．
　⑥S43。
＊　　Status　quo
　　状態。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綱要18。
　　Status　quo　anti（以前の状態）。それに対して、　Uti　possidentis（現在の状態）。戦時
　　国際法で、戦後国境の確定にあたり、Status　quo　anle　bellum（戦争開始時の状態）
　　によるか、Status・quo　post　bellum（戦争終了時の状態）によるか意見が分かれるが、
　　後者が通説。
317（52） ローマの法・格言・法諺抄一
17　　Statuta　sunt　stricte　interpretanda，
　　規則は、狭く解釈さるべきである。
18　Stultis　non　succu「「itu「．
　　愚かさには、救いは無い。
⑩S65。
⑩S69。
19　Summum　jus　summa　injuria．　　　　　　　　　　　　　　　　　Cicero．
　　法の極みは、不法の極み。　①1－14。②S196。③379。⑥S51。⑩S79。本稿A51。
20　Superflua　admittere　securius　est，　quam　neccessaria　omittere．
不必要に許せば、必要なことを見落す。
21　Suum　cuique．
　　各人に、彼のものを（与へよ）。
22　Suum　cuique　pulchrum（est）．
　　人は、それぞれに美しい。
②S202。⑩S83。
　　　　　　　Gellius．
②S212。④757。⑩S89。
　　　Cicero．
④757。⑥S50。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【T】
1　Tacere　qui　nescit，　nescit　loqui．
　　黙ることを知らぬ者は、語ることも知らぬ。
Publolous　Syrus．
　④758。⑤246。
2　Tamquam　tabula　rasa．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aristoteles．
　　削った板のように。
　　本来は哲学用語で、新生児の頭脳のように白紙の状態。昔は板に字を書き、それが一
　　杯になると板を削ってそれに書いた。国際法上条約承継にあたり、新独立国が旧本国
　　が第三国に対して負っていた負担を継承しない際に1用いられた用語。
3　Tantum　judicatum，　quantum　litigatum．
争いに応じて、判決を下す。
4　Tempus　neminem　manet．
　　時は、人を待たず。
　　Tempus　fugit．（光陰矢の如し⑥T8）もある。
5　Testis　in　uno　falsus　in　nullo　fidem　meretur．
　　一部でもごまかした証言は、全く信用されない。
6　Testis　unus　testis　nullus．
　　ただ一人の証人は、証人なきに等し。
②T10。⑩T5。
⑥T4。
②T43。⑩T20。
②T47。③379。④771。
78
9
一法　　律　　論　　叢一一
Thesaurus　donum　fortunae　creditur．
埋蔵物は、天の贈物である。
Tot　gradus　quot　generationes．
出生の数ほど、親等もある。
generatio（生殖・子を産むことノ）。
Traditio　loqui　chartam　facit．
伝達は、文書を語らせる。
（53）316
　T yphoninus．
②T50。⑩T23。
Pseudo－Paulus．
②T56。⑩T25。
　　　　　　　Coke．
②T60。④776。⑩T28。
多くの文書は、伝達されることによって、はじめて法的意味を持つ。
10　Transactio　est　instar　rei　judicatae．
和解は、裁判所の判決に相応する。
11　Transigere　est　alienare．
　　和解は、譲ることである。
12　Transit　terra　cum　onere．
　　土地は、負担と共に移転する。
②T62。⑩T29。
Codex　Justiniani．
②T68。⑩T32。
　Coke－Littell．
②T70。⑩T33。
13　Tres　faciunt　collegium．　　　　　　　　　　　Neratius．　Priscus，　Maecellus．
　　団体は、最小限3人から成立つ。　①II－251。②T71。④777。⑥T14。⑩T34。
＊　Tu　fui、　ego　eris．
僕は君だった。君は僕になる（だろう）。
墓碑銘だという。僕も君のようにかっては生きていた。君もやがて何時かは僕のよ
うになるんだよ。fuiはsum（である）の1人称単数完了形。　erisは、2人称未来単数
形。ここでは主語のego、　tuが共に省かれている。
14　Turpitudinem　suam　nemo　detegere　tenetur．
　　何人も、自分の恥ずべき行為を暴露する義務は無い。　　　②T75。⑩T37。
　　Allegans　suam　turpitudinem　non　est　audiendas．（自己の恥ずべきことを陳述するも
　　のは、聞かれない。④28。）
15　Tutor　loco　parentis　habetur．
　　後見人は、両親の立場に代る。
　　　Julianus，
②T83。⑩T44。
【u】
1　　Ubi　concordia，　ibi　victoria．
　　団結あるところに、勝利あり。
Publous　Syrus．
③379。⑥U3。
315（54） 一ローマの法・格言・法諺抄一
2　Ubi　emolumentum，　ibi　onus（esse　debet）．　　　　　　　　　　　Paulus、
　　利益のあるところに、負担あり。　　　①II－214。②U13。⑩U8。本稿A31。
3　Ubi　non　est　culpa，　ibi　non　est　delictum．
　　責任の無いところに、不法無し。
4　Ubi　periculum，　ibi　lucrum．
　　リスクのあるところに、儲けあり。
②U32。⑩U15。
Codex　Justiniani．
②U41。⑩U17。
5　Ubi　societas，　ibi　jus．
　　社会あるところに、法あり。　　　　　　　　　②U47。④増補48。⑩U19。
　　Ubiは、関係副詞（そこに）。　ibiは、接続詞（～のときには）。
6　Universitas　distat　a　singulis．
団体は、その個々の成員とは、異なるものである。
7　Universitas　vice　persinae　fungitur．
　　団体は、個々人の立場を代表する。
8　Usus　magister　est　optimus．
　　経験は、最良の教師である。
9　Ut　ameris，　amabilis　esto．
　　愛されるためには、愛されるような人であれ。
10　Utilitas　publica　privatae　praeferri　debet．
　　公益は、私益に優先する。
②U64。⑩U24。
⑩U26。
④796。⑤252。⑥U17。
　　　Ovidius．
④797。⑤253。
⑩U38、
1
2
3
　　　　　　　　　　　　　　　　　【V】
Vanae　voces　populi　non　sunt　audiendae．
世間の信用できない声を聞くな。
Veni，　vidi，　vici．
来たり、見たり、勝てり。
Codex　Justiniani．
　②V3。⑩V1。
　　　　　　　Juiius　Caesar．
④810。⑤257。⑥V8。⑨183。
カエサルが紀元前47年夏、Pontus王フアルナケスPharnacesを破り、それを元老院
に報告した文の冒頭に記された言葉とされる。
Ventis　secundis，　tene　cursum．　　　　　　　　　　　　　　　．
流れに身をまかせよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥V10。
一法　　律　　論　　叢一一 （55）314
4 Verba　accipienda　sunt　secundum　subjectam　materiam．　　　　　Coke．
言葉は、その対象によって理解すべきである。　　　　　　②V14。⑩V7。
5 Veri　amici　rari．
真の友は、まれである。 ⑤260。
6
7
Veritas　praevalet　solemnitati．　　　　　　　　　　　　　Codex　Justiniani．
真実は、形式に勝る。　　　　　　　　　　　　　　　　②V51。⑩Vl4。
veritasは、「真実、真理」。上智大学の標語は、　Lu　veritas．である。
Veritas　nomquam　perit．
真実は、滅びない。
Seneca．
⑥V15。
8 Veritas　vincit．
真実は、勝つ。
　　Marishal1．
④814。⑥V16。
9 Vetustas　semper　pro　lege　habetur．　　　　　　　　　　　　　　Paulus．
年を重ねた慣習は、常に法的効力を持つ。　　　　　　　②V55。⑩V18。
Vetustas　vicem　legis　tenet．（年を重ねた慣習は、法を補う）ともいう。
10　Videre　est　credere．
　　百聞は、一見にしかず。 ⑤263。
ll　Vim　vi　repellere　licet．
　　力を、力で撃退することは許される。　　　　　　　　⑩V26。本稿A55。
　　licetの代りにfas　estを用いている例もある（②V71）。　visは「精神的な力」。　viは
　　「～で」。liset（許されている）。
12　Vinum　novum　in　utres　novos　mittendum　est．
　　新しい酒は、新しい皮袋に。
13　Vis　legibus　inimica．
　　暴力は、法律の敵である。
14　Vive　hodie．
　　今日を、生きよ。
15　Voluntas　in　delictis　non　exitus，　spectatur．
　　犯罪で考慮されるのは、結果ではなくて、意図である。
16　Vox　populi　vox　Dei．
　　民の声は、神の声。
⑤266。⑥V30。
⑩V32。
⑤271。⑥V39。
②V98。③379。
Alcuinus．
④840。⑥V44。⑩V41。
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あとがき
　やはりラテン語は難しい。ラテン語法格言は、短い文が多いが、多義的であ
る。読み返してみて、とんでもない誤りに気付き、全く身の縮む思いがする。何
とか纏めたのは、下記の先輩方の業績に負うところが大きい。感謝申し上げる。
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　有田潤『インデックス式ラテン文法表』1984年白水社。
　河底尚吾『ラテン語入門』1985年泰流社。
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風間喜代三『ラテン語・その形と心』2005年三省堂。
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小林標rラテン語の世界一ローマが残した無限の遺産』2006年中公新書。
小倉博之『ラテン語のしくみ』2007年白水社。
中川恒夫『古典ラテン語文典』2007年研究社。
川崎桃太『基礎ラテン語文法』2007年国際語学社。
4　ラテン語辞書
　ラテン語を学ぶ辞書としては、
　田中秀央『羅和辞典』1952年研究社。
　柴田光蔵『ローマ法ラテン語用語辞典』1980年玄文社。
　国原吉之助『古典ラテン語辞典』2005年大学書林。
　木下文夫『和羅辞典』2000年国際語学社。
などがある。
　なお、「ラテン語」と呼ばれる「ラテン」の語は、ローマの南東にあったラティ
ムLatiumに由来すると言われる。現在でも、　Lazio（ラッィオ）州や、　Latina
ラティーナ県がある。イタリア半島に後にローマ人と呼ばれるようになるラテ
ン人が住んでおり、エトルリア人や西ギリシャ人から文字を取入れてラテン語
を話し、書くようになったので、それをラテン語（古ラテン語）と呼んでいる
ようである。後のラテン語や現在のイタリア語と異なっている。
　本稿の作成にあたっては、内藤健二教授にラテン語の校閲を頂き大変お世話
になった。ここに、厚く御礼申し上げる。
　当初は、各格言にのコメントを付すつもりであったが、時間と紙数の制限に
気付き、割愛せざるをえなかった。若干その痕跡らしいものが残っているのは
そのためである。
